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人口・面積( 53. 1. 1)

世 帯　　　205, 169
人 口　　　625, 285
男　　　　316, 512
女　　　　308, 773

面 積　　　53. 25 ㎞2
人口密度　11, 742 人/㎞2

緑
と
空
間
の
あ
る
ま
ち
に

足
立
区
の
望
ま
し
い
将
来
像

―
―
第
六
回
・
区
政
に
関
す
る
世
論
調
査
か
ら
―
―

区
で
は
、
現
在
す
す
め
て
い
る
基
本
構
想
の
策
定
に
際
し
、
よ
り
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
生
か
し
て

い
く
た
め
、
「
基
本
構
想
策
定
に
あ
た
っ
て
」
と
題
し
て
世
論
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
が
日
常
生
活
の
中
で
か
か
え
て
い
る
問
題
の
う
ち
生
酒
環
境
面
に
重
点
を
置
い
て
お
尋
ね
し
ま
し
た
。
調
査
対

象
は
、
区
内
に
お
住
ま
い
の
方
の
う
ち
か
ら
四
〇
世
帯
に
一
世
帯
の
割
合
で
、
五
、
〇
四
六
世
帯
を
遇
ぴ
、
昨
年

九
月
に
実
施
し
ま
し
た
。
有
効
回
収
率
は
八
一
・
六
%
で
し
た
。

調
査
の
く
み
立
て
は
、
(
1
)
住
ま
い

周
辺
地
区
の
生
活
環
境
を
評
価
し
、
(
2
)

周
辺
地
区
を
良
く
す
る
た
め
の
緊

急
対
策
は
何
か
、
ま
た
充
実
さ
せ
る

施
設
は
何
か
、
(
3
)
そ
れ
に
よ
り
ど
の

よ
う
な
地
区
に
な
っ
て
ほ
し
い
か
、

そ
し
て
足
立
区
全
体
と
し
て
の
望
ま

し
い
将
来
像
は
何
か
、
(
4
)
望
ま
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
区
民
と
区
か
ど

の
よ
う
に
協
力
し
て
い
く
べ
き
か
、

な
ど
を
柱
に
し
て
十
六
設
問
「

六
十

二
項
目
に
お
よ
ぴ
ま
し
た

。

調
査
結
果
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

生
活
環
境
問
題

問
　
住
ま
い
周
辺
地
区
の
環
境
評

価
は

全
般
的
に
や
や
悪
い
。
(各
項
目
別

に
は
表
を
参
照
く
だ
さ
い
)

「
通
動
・
通
学
の
利
き
「
医
療

施
慇

「
下
水
道
や
ド
プ
の
排
水
」

「
遊
ひ
場
や
公
園
・
緑
地
」
な
ど
の

問
題
で
、
地
区
的
に
片
寄
っ
て

「
悪

い
」
と
の
声
が
多
く
ぁ
り
ま
し
た
。

問
　
住
ま
い
周
辺
地
区
を
良
く
す

る
た
め
、
ど
こ
に
相
談
を
し
ま
す

か「
区
議
会
議
員
」
と
答
え
た
方
が

三
四
・
八
%
「
「
区
の
出
張
所
」
が

二
五
・
八
%
で
し
た
。

問
　

住
ま
い
周
辺
地
区
で
緊
急
に

望
ま
れ
る
対
策
は
何
か

「
災
害
対
策
と
し
て
の
空
地
の
確

保
に
か
三
二
・
九
%

、
『
降
雨
時
の

排
水
設
備
の
植
備
』
一
(
・
(
%

で

し
た

。

問
　
住
ま
い
周
辺
で
充
実
し
て
ほ

し
い
施
設
は

図
書
館
、
病
院
・
診
療
所
、
公
園
・

広
場
が
多
く
「
次
に
交
番
・
駐
在
所
、

下
水
道
、
運
動
広
場
と
続
い
て
い
ま

す
。

生活環境評価

住みよいまちづくりに欠かせない緑

望
ま
し
い
将
来
像
と

区
民
の
協
力
・
参
加

問
　
羅
辺
地
区
の
将
来
像
は

「
日
あ
た
り
や
風
通
し
か
良
く
豚

か
な
住
宅
地
区
」
が
三
二
・
九
%
で
、

「
震
災
な
ど
の
災
魯
時
に
安
全
性
の

高
い
地
区

」が
三
〇
・
七
%
で
し
た
。

問
　
足
立
区
全
体
の
将
来
像
は

「
高
層
建
築
物
の
な
い
緑
と
空
間

の
あ
る
ま
ち
」
が
六
六
・
五
%
と
高

率
で
、
次
に
「
商
業
機
能
を
中
心
に

東
京
北
都
の
中
心
的
な
ま
ち
」
が
一

六
・
(
%

で
し
た
。

問
　
事
業
計
画
・
実
施
段
階
で
の

参
加
・
協
力
に
つ
い
て

、
ま
た
集

会
場
な
ど
の
自
主
管
理
、
区
や
地

区
で
の
行
事
に
つ
い
て
は

「
積
極
的
に
」
「
最
少
限
の
」
を

合
わ
せ
て

、
参
加
の
憲
思
の
あ
る
方

が
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で

、
六
四
%

、

六
六
%

、
六
・
(
%
で
し
た
。

定
住
の
意
思

今
回
の
対
象
世
帯
に
な
っ
た
方
が

足
立
区
に
住
み
始
め
た
時
期
は
、「
戦

前
か
ら
」
が

λ

・
四
%

、
函

和

二
〇
、三
〇
年
代

」
が
三
四
・
二
%

、

「
昭
和
四
〇
年
代

」が
三
五
・
三
%

、

函

和
五
〇
年
以
降
」
が
匸
一
・
-
%

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
現
在
の
と
こ
ろ
に
引
き
続
き

お
住
ま
い
に
な
り
ま
す
か

住
み
た
い
と
回
答
し
て
い
る
方
が

五
七
・
五
%
と
移
転
し
た
い
方
の
三

〇
・
四
%

を
上
ま
わ
り

、
住
み
た
い

理
由
と
し
て
は
、
「
住
み
な
れ
た
所

だ
か
ら

」
が
四
三
・
四
%
と
最
も
多

く
、
以
下
「
仕
事
の
都
合
で
≒
買
物
、

通
動
に
便
利

」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
民
意
識
と

友
好
都
市
・
区
民
憲
章

問
　
生
活
や
行
動
の
な
か
で
、
都

民
「
区
民
の
ど
ち
ら
に
意
識
(
愛

着
)
を
も
ち
ま
す
か

「
足
立
区
民
と
し
て
の
意
識
が
よ

り
強
い
」
か
二
五
・
五
%
で

、「
東
京

都
民
お

二
{
・
}
%

、両

程
度
」の

三
こ
%
を
下
ま
わ
っ
て
い
ま
す
。

問
　

友
好
都
市
の
必
要
性
は

「
必
要
」
「
あ
っ
て
も
良
い
」
を

合
わ
せ
て
五
六
・
四
%

と
過
半
数
を

こ
え
て
い
ま
す
。

問
　
区
民
憲
章
の
必
要
性
は

「
あ
っ
て
も
良
い
に
が
二
九
・
五

%
、
「
必
要
だ
」
が
二
〇
・
七
%
と

必
要
性
を
是
認
す
る
方
が
過
半
数
を

こ
え
て
い
ま
す

。

世
論
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
区
民
の
皆
さ
ん
に
、

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

申請をお忘れなく
私立幼稚園・幼稚園類似施設の
園児保護者に補助金を支給

私
立
幼
稚
園
お
よ
ひ
幼
稚
園
類
似

施
股
園
児
の
保
護
者
の
負
担
を
健
減

す
る
た
め
、区
で
は
補
助
金
を
年
二

回
に
分
け
て
支
給
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
～

昭
和
五
十
三
年
三
月
ま
で
の
六
か
月

分
(後
期
分
)で
す
。

該
当
す
る
保
護
者
の
方
は
、
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
前
期
分
(
昭
和
五
十
二
年

四
月
～
九
月
ま
で
)
の
申
請
も
れ
の

保
護
者
も
期
限
ま
で
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
内
の
幼
稚
園
類
似
施
設

は
、
松
山
学
園
・
黒
田
学
園
・
永
昌

院
童
子
圜
・
花
畑
団
地
幼
児
教
室
の

四
園
で
す
。

補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
保
護
者

(
1
)
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
以
降
、

足
立
区
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ

と

。

(
2
)
私
立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
類
似

施
設
に
在
籍
し
、
次
の
生
年
月
日

の
幼
児
を
も
つ
保
護
者
。

・
昭
和
四
十
六
年
四
月
-
百

～
昭
和

四
十
七
年
四
月
一
日
生
(
膺
五
蔵
)

・
昭
和
四
十
七
年
四
月
二
日
～
昭
和

四
十
(
年
四
月
一
日
生
(
囀
四
歳
)

(
3
)
保
育
料
は
、
三
月
分
ま
で
完
納
し

て
い
る
こ
と
。

補
助
金
の
額
と
支
給
時
期

(
1
)
五
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額
三
千
円

(
2
)
四
歳
児
一
人
に
つ
き
月
額
二
千
五

百
円

(
3
)
支
給
時
期
は
、
三
月
下
旬
の
予
定

受
付
期
限

三
月
六
日
(
月
)
ま
で

な
お
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
補
助

金
は
、
今
回
の
受
付
期
限
ま
で
に
申

請
か
な
い
と
、受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
の
方
法

(
1
)
足
立
区
内
の
私
立
幼
稚
園
ま
た
は

幼
稚
園
類
似
施
設
に
在
籍
す
る
園

児
の
保
護
者
に
つ
い
て
は
、
園
に

手
続
き
し
、
園
が
一
括
し
て
申
謂

す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
後
期
分
に
つ
い
て
は
す
で

に
圜
か
ら
一
括
申
請
済
み
で
す
。

(
2
)
足
立
区
外
の
区
市
町
村
に
あ
る
私

立
幼
稚
園
ま
た
は
幼
稚
園
頬
似
施

設
に
在
籍
す
る
園
児
の
保
護
者

は
、本
人
か
直
接
、
教
育
委
員
会

学
務
課
幼
児
教
育
担
当
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
に
よ

る
申
請
は
、
事
故
か
多
い
た
め
受

付
け
を
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

直
接
個
人
で
申
請
す
る
と
き
に

必
要
な
も
の

(
1
)
印
鑑
(
ゴ
ム
印
卆
イ
ン
ク
に
よ
る

も
の
は
不
可
)

(
2
)
園
児
在
籍
証
明
一
(
園
児
の
生
年

月
日
の
記
入
が
あ
る
も
の
)

(
3
)
保
育
料
納
入
済
証
明
書
ま
た
は
領

収
一
(

禰
助
金
を
三
月
分
ま
で
支

給
し
ま
す
の
で

、
保
育
料
も
三
月

分
ま
で
納
入
し
た
も
の
が
必
要
で

す
)

(
4
)
銀
行
名
・
支
店
名
・
口
座
番
号
を

確
認
で
き
る
預
金
通
帳
等
(
支
給

は
銀
行
振
込
み
に
よ
り
行
な
い
ま

す
)

そ
の
他

(
1
)
住
所
を
移
転
し
た
方
は
、
そ
の
区

に
住
ん
で
い
た
月
分
(
住
民
登
録

し
て
い
た
期
間
)
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
区
市
町
村
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

(
2
)
申
請
書
類
は
、
教
育
委
員
会
学
務

課
幼
児
教
育
担
当
ま
た
は
幼
稚
園

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
学
務

幼
児
課
教
育
担
当
へ
。

すずかけ

立
春
も
す
ぎ

る
と
毎
日
毎
日

少
し
ず
つ
日
が

畏
く
な
り
、い

か
に
も
早
春
と

い
う
言
い
方
が

ぴ
っ
た
り
す
る

季
節
に
な
り
ま
す
。

政
府
は
実
質
成
長
率
七
%
を
め

ぎ
す
五
十
三
年
度
予
算
案
を
決
定

し
ま
し
た
が
、
不
況
を
克
服
し
て

景
気
の
春
を
迎
え
る
た
め
に
は
、

国
や
経
済
界
は
勿
論
の
こ
と
地
方

自
冶
体
も
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を

し
て
い
く
決
意
で
お
り
ま
す
。

た
と
え
不
況
の
中
で
あ
っ
て
も

お
互
い
人
間
ど
う
し
の
お
つ
き
あ

い
は
心
と
心
で
明
る
く
す
ご
し
た

い
も
の
で
す
、
住
民
参
加
の
ル
ー

ツ
も
、
区
民
と
職
員
の
間
の
心
の

ふ
れ
合
い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
は
区
民
が
用
事
で
役
所
に
み
え

た
と
き
に
知
ら
な
い
人
で
も
ち
ょ

っ
と
会
釈
す
る
な
ど
「
区
民
の
皆

さ
ま
と
職
員
の
閧
に
心
の
交
流
が

あ
る
区
役
所
に
し
よ
う
」
と
機
会

あ
る
ご
と
に
職
員
に
呼
ぴ
か
け
て

お
り
ま
す
。

今
年
も
よ
り
多
く
の
区
民
の
皆

さ
ま
と
膝
を
交
え
て
話
し
合
い
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
区
民
の
親

し
み
や
す
い
区
政
こ
そ
私
の
願
い

と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

足
立
区
長
　
長
谷
川
久
勇

追加受付けをします

競争入札参加願い

区
で
は「
昭
和
五
十
三
年
度
建
般
工

事
な
ど
の
競
争
入
札
参
加
願
い
の
追
加

受
付
を
行
な
い
ま
す
。参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
隔
年

受
付
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
昭
和
五
十

二
年
三
月
に
申
請
さ
れ
た
方
は
、
昭
和

五
十
三
年
度
も
有
効
と
な
り
ま
す
か

ら
、
申
請
を
し
な
く
て
も
結
構
で
す
。

受
付
日
時
　
三
月
十
三
日
(
月
)
!
一

十
四
日
(
土
)
午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
四
時
(
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午

後
一
時
ま
で
は
除
く
)

な
お
、
土
曜
日
は
午
前
十
時
三
十
分

ま
で
。

受
付
場
所
　
区
役
所
契
約
第
一
係

所
定
用
紙
　
東
京
都
財
務
局
所
定
様
式
(

東
京
都
弘
済
会
で
販
売
)

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
契
約
第
一
係

受けましょう

妊婦健康診査

区
で
は
、
定
期
的
な
健
康
診
査
の
う

ち
、
妊
娠
前
期
に
一
回

、
後
期
に
一
回

の
健
康
診
査
を
無
料
で
受
け
ら

れ
る

「
妊
婦
健
康
診
査
受
診
禀
」
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

こ
の
受
診
禀
は
、
妊
娠
届
を
し
た
と

き
に
、
母
子
健
康
手
帳
と
い
っ
し
″
に

さ
し
あ
げ
る
保
糯

勹

ク
の
中
に
入
っ

て
い
ま
す
。

妊
娠
さ
れ
た
方
は
、
妊
娠
届
を
出
し

ま
し
ょ
う

。
医
師
の
診
断
書
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

妊
娠
届
の
受
付
は
、
各
出
張
所
・
区

役
所
保
健
予
防
係
へ
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
保
健
予
防
係

日曜・祝日の急病に

休 日 診 療 所

区
で
は
、
日
曜
や
祝
日
に
急
病
に
な

っ
た
方
の
た
め
に
、
休
日
診
療
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。内
科
・
小
児
科
の
急

病
の
方
は
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。時
間

は
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
。

な
お
、
保
険
証
は
、
お
忘
れ
な
く
。

千
住
休
日
診
療
所
　
千
住
仲
町
一
五
(

医
師
会
館
内
)
　
　
(
七
〇
-
○

四
六
一

綾
瀬
休
日
診
療
所
　
東
綬
瀬
一
丁
目
五

-
一
七
(
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
)

　
　六
〇
五
-
七
一
〇
一

竹
の
塚
休
日
診
療
所
　
竹
の
塚
二
丁
目

二
五
-
ニ
ー
(
教
育
セ
ン
タ
ー
内
)
　

　
(
五
〇
-
(
(
〇
一

江
北
休
日
診
療
所
　
江
北
六
丁
目
一
六

上
〒
一
〇
一
(
江
北
保
健
相
談
所

内
)
　
　
八
九
六
-
四
〇
〇
四
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かまぼこ

はんぺんの
試買テスト

合
成
殺
菌
料
と

表
示
な
ど
の
調
査
結
果

・
・
・
・
　
・

市
販
さ
れ
て
い
る
か
ま
ぼ
こ
や
は

ん
ぺ
ん
に
は
、『
合
成
殺
菌
料
使
用
』

の
表
示
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
食
品
衛

生
法
で
は
合
成
殺
菌
料
と
し
て
過
酸

化
水
素
を
添
加
す
る
こ
と
が
許
可
さ

れ
て
い
ま
す
。

過
酸
化
水
素
は
分
解
し
や
す
く
、

製
造
後
日
数
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
食

品
中
の
残
存
t
が
減
っ
て
い
き
ま

す

。
そ
の
残
存
一
は
百
P
P
M

以
下

と
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
存
性

を
高
め
る
た
め
に
使
用
量
が
多
く
な

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

。

そ
こ
で

、
昨
年
の
十
二
月
か
ら
今

年
の
}
月
に
か
け
て
、
な
る
べ
く
製

造
年
月
日
の
日
付
に
近
い
も
の
を
、

区
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
'
卜
や
小

売
店
か
ら
買
い
集
め
、
セ
ン
タ
ー
で

過
酸
化
水
素
の
含
有
量
を
検
査
し
、

あ
わ
せ
て
表
示
の
適
否
も
調
査
し
ま

し
た
。

○
ほ
と
ん
ど
の
も
の
が
合
格

区
内
に
売
ら
れ
て
い
る
も
の
は
、

ほ
と
ん
ど
か
製
造
後
三
日
～
七
日
ほ

ど
た
っ
て
い
る
も
の
で
、
あ
ま
り
に

古
い
も
の
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
で
し

た
。全

体
で
二
十
五
点
睛
入
し
ま
し

た
。
す
べ
て
の
も
の
に
「
合
成
殺
菌

料
便
用
」
と
表
示
し
て
あ
り
ま
し
た

が
、
実
際
に
。
検
出
さ
れ
た
の
は
、
八

点
で
し
た
。
検
出
さ
れ
た
も
の
す
べ

て
が
基
準
よ
り
下
回
っ
て
お
り
、
残

存
S
に
つ
い
て
は
問
趣
は
な
い
と
思

わ
れ
ま
す
。

表
示
に
つ
い
て
は
、
特
に
不
適
当

と
思
わ
れ
る
も
の
は
あ
り
ま

せ

ん

か
、
な
か
に
は
、
価
格
シ
ー
ル
が
表

示
の
上
に
貼
り
つ
け
ら
れ
て
い
て
「

表
示
を
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。

販
売
店
は
商
品
の
取
り
扱
い
に
、

細
か
い
所
ま
で
気
を
つ
け
て
欲
し
い

も
の
で
す
。

・
・
・
・
　
・
・
・
・

か
ま
ば
こ
や
は
ん
ぺ
ん
な
ど
の
加

工
品
を
賈
う
と
き
に
は
、
次
の
よ
う

な
こ
と
に
注
意
す
る
と
良
い
で
し
。

う
。

(
1
)
製
造
年
月
日
を
確
認
す
る

(
2
)
包
装
状
態
が
良
く
ヽ
袋
が
破
れ
て

い
な
い
も
の
を
週
ぶ

(
3
)
表
示
の
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
る
も

の
を
選
ぷ

消費者センターではさまざまな検査をしています

マ
ル
チ
商
法
に

ご
用
心

「
い
い
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
銛
が

あ
る
ん
だ
け
ど
」『
と
に
か
く
儲
か

る
の
だ
か
ら
、
銛
を
聞
け
ば
わ
か

る
よ
。
○
○
さ
ん
は
月
○
○
万
円

も
穣
い
だ
そ
う
だ

「
そ
れ
に
海

外
旅
行
に
も
行
け
る
し

。
友
達
も

で
き
る
よ
」
な
ど
と
マ
ル
チ
商
法

の
誘
い
を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
そ
ん
な
う
ま
い
話
は
世

間
に
そ
う
あ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。大

金
を
投
賢
し
て
加
入
は
し
て

み
た
も
の
の
話
ど
お
り
に
は
商
品

か
売
れ
ず
、
借
り
た
金
の
返
済
に

困
り
、
夜
逃
げ
し
た
人
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
友
達
を
つ
れ
て
く
れ

ば
儲
か
る
と
言
わ
れ
て
、
職
場
の

仲
間
な
ど
を
勧
誘
し
て
み
た
も
の

の

、
勧
誘
さ
れ
た
人
か
ら
う
ま
く

い
か
な
い
と
責
め
た
て
ら
れ
、
人

間
関
係
を
気
ま
ず
く
し
て
会
社
を

辞
め
た
人
も
い
ま
す
。

加
入
す
る
際
に
は
、
も
・う

】度

よ
く
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
加

入
し
た
者
が
眥
齢
け
て

い
る

の

か
、
そ
の
儲
け
の
原
泉
は
何
な
の

か
、
結
局
他
人
の
犠
牲
の
う
え
に

立
つ
利
益
で
は
な
い
か
、
冷
静
な

判
断
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
ル
チ
商
法
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
十
一
年
十
二
月
に
「
訪
問
販

売
等
に
開
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
加
入
者
は
十
四
日
以
内
で
あ

れ
ば
無
条
件
で
解
約
が
で
き
る
な

ど
皆
さ
ん
の
立
場
を
保
護
す
る
た

め
各
租
の
業
者
規
制
を
し
て
い
ま

す
。
自
分
が
悪
か
っ
た
の
だ
と
諦

め
る
こ
と
な
く
気
軽
に
何

な

り

と
、
も
よ
り
の
警
察
、
通
産
省
産

業
政
策
局
、
ま
た
は
、
消
費
者
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
鮮
食
品
の

安
売
り
デ
ー

区
で
は
、
消
費
生
活
の
一
助
に
と

毎
月
一
定
日
に
、
豚
肉
、
お
魚
、
野

菜
の
安
売
り
デ
1
を
設

け
て

い
ま

す

。
実
施
し
て
か
ら
今
年
で
ま
る
四

年
、
み
な
さ
ん
か
ら
広
く
ご
利
用
い

た
だ
き
好
秤
を
愽
し
て
来
ま
し
た
。

区
の
安
売
り
デ
ー
の
特
色
は
、
必

ず
統
一
品
を
設
け
、
同
じ
価
格
で
み

な
さ
ん
に
供
給
す
る
と
こ
ろ
に
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の
代
表
者

が
、毎
月
協
議
を
し
て
今
月
は
、
「
冷

凍
す
る
め
い
か
」
で
行
こ
う
と
か
決

め
、
共
同
で
市
場
か
ら
賈
付
け
る
こ

と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
足
立
区

六
十
二
万
人
の
食
卓
に
の
ぽ
る
た
め

「
玉
ね
き
」
な
ど
は
、
足
立
市
場
の

流
通
a
の
四
割
近
く
に
な
る
こ
と
も

し
ぱ
し
ぱ
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
小
売
店
の
出
血
サ
ー

ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
卸
会
社
や
東
京

都
の
市
場
関
係
者
の
ご
協
力
も
あ
お

い
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
広

く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
豚
肉
安
売
り
デ
ー
=
第
二
・
四
土

曜
日

協
力
=
東
京
都
食
肉
環
境
衛
生
同

業
組
合
千
住
・
足
立
両
支
部

◎
お
魚
安
売
り
デ
ー
=
第
三
金
昭
日

協
力
=
関
東
水
産
物
商
業
協
同
組

合
千
住
・
西
新
井
両
支
都

◎
野
菜
安
売
り
デ
ー
=
第
三
水
曜
日

協
力
=
東
京
都
青
果
物
商
業
協
同

組
合
千
住
・
西
新
井
・
綾
瀬
支

都
・
富
士
青
果
商
業
協
同
組
合

・
丸
太
青
果
物
商
業
協
同
組
合

・
東
邦
青
果
事
業
協
同
組
合

消費生活相談の受付は

月～金曜日　午前10: 00

～午後4: 00

消費者テレフォン

( 870) 1301

お
気
軽
に
ご
利
用
・
ご
相
談
く
だ
さ
い

足
立
区
消
費
者
セ
ン
タ
ー

相
談
コ
ー
ナ
ー
よ
り

最
近
の
相
談

<
相
談
事
例
>

セ
ー
ル
ス
マ
ン
が一
輜
の
販
売
に

訪
れ
、
商
品
の
脱
明
を
し
ま
し
た
。

主
人
と
相
談
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な

い
の
で
、
も
し
注
文
し
た
い
場
合

は
、
あ
と
で一
括
で
知
ら
せ
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
、一

応一
類
だ
け
作
っ
て
お
き
た
い
か
ら

と
言
わ
れ
て
、
契
約一
に
サ
イ
ン
と

捺
印
を
し
ま
し
た
。

主
人
と
相
談
し
た
結
果
、
買
わ
な

い
事
に
決
め
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

い
た
と
こ
ろ
、
数
日
後
に
書
籍
一
揃

い
が
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
会
社
に

連
絡
し
て
断
わ
っ
て
も
、一
類
に
(

ン
コ
が
押
し
て
あ
る
か
ら
だ
め
だ
、

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
か
な
ら

な
い
で
し
I
つ
か
。

<
解
説
>

最
近
は
、
セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
よ
る

防
問
販
売
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増

え
て
い
ま
す
。

通
産
省
の
調
査
で
は
、
セ
ー
ル
ス

マ
ン
の
訪
問
を
受
け
た
経
験
の
あ
る

人
は
、
全
体
の
九
〇
%
に
達
し
て
お

り
、
利
用
者
の
三
〇
%
の
人
か
、訪

問
販
売
に
よ
っ
て
不
嗣
や
ト
ラ
ブ
ル

を
経
験
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
例
の
場
合
、す
で
に
契
約

一
に
(
ン
コ
が
押
し
て
あ
り
、
「
電

話
が
な
け
れ
ば
注
文
し
な
い
」
と
い

う
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
の
口
約
東
は
、

証
拠
が
な
い
た
め
水
か
け
論
に
終
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、
契
約
を
解

除
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

気
や
す
く
(
ン
コ
を
押
し
て
し
ま
う

方
が
不
注
意
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま

せ
ん
。

し
か
し
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
販
売
方

法
が
詐
歎
的
で
あ
る
た
め
、
業
者
と

話
し
合
っ
て
、
書
籍
を
返
し
送
料
だ

け
相
陝
者
が
負
担
し
て
、
契
約
を
撒

回
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

契
約
を
す
る
場
合
に
は
。そ
の
商

品
が
本
当
に
自
分
に
と
っ
て
必
要
な

も
の
か
ど
う
か
を
よ
く
考
え
て
、
も

う
一
度
契
約
書
の
内
容
を
よ
く
読
ん

で
か
ら
(
ン
コ
を
押
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

い
っ
た
ん
契
約
を
し
て
し
ま
っ
た

場
合
で
も
、
商
品
に
よ
っ
て
は
四
日

以
内
な
ら
、
契
約
を
解
除
で
き
る
制

度
も
あ
り
ま
す
。
上
手
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

―
―
最
近
の
相
談
傾
向
―
―

事
例
に
も
あ
げ
て
あ
る
よ
う
に
、

最
近
は
訪
問
販
売
に
よ
る
「
契
約
」

に
関
す
る
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
商
法
や
通
信
販
売
な
ど
に

も
同
様
に
苦
情
が
多
く
、
契
約
に
深

い
知
識
の
な
い
家
庭
の
主
婦
や
学
生

を
ね
ら
っ
て
、
詐
欺
的
な
取
り
引
き

を
す
る
事
例
が
あ
と
奢
た
た
ず
、
解

決
す
る
の
も
因
難
な
場
合
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
、
洋
服
を
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
に
出
し
て
。
シ
ミ
が
つ
い
た
り

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
な

ど
と
い
っ
た
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事

故
」
に
つ
い
て
の
相
談
も
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。

最
近
は
、特
殊
な
素
材
が
使
わ
れ

た
洋
服
が
数
多
く
出
回
っ
て
い
ま

す
。
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
出
す
と
き

は
、
シ
ミ
な
ど
を
店
の
人
と
確
か
め

合
っ
て
、ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
寄

せ
ら
れ
る
相
談
件
数
は
、
毎
年
少
し

ず
つ
増
加
し
て
い
ま
す
。
生
活
一
般

や
買
物
に
つ
い
て
の
相
談
は
と
も
か

く
、
苦
情
相
談
が
増
え
る
の
は
、
決

し
て
喜
ば
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。区

民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り

が
、
こ
れ
か
ら
も
賢
い
消
費
者
と
し

て
、
必
要
な
知
識
・
経
験
を
持
っ
て

安
全
で
豊
か
な
消
費
生
活
を
送
っ
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
右
の
「
例
」
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
『
四
〇
度
以
下
の
液
温

で
洗
え
ま
す
。
た
だ
し
弱
水
流
で
洗

っ
て
く
だ
さ
い
。
塩
素
県
自
は
で
き

ま
せ
ん
。

水
洗
い
の
ほ
か
に
ド
ラ
イ
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
も
で
き
ま
す
。
し
ぼ
り
方
は

弱
く
日
陰
で
つ
り
干
し
に
し
て
く
だ

さ
い
。

ア
イ
ロ
ン
は
、
あ
て
布
を
し
て
中

程
度
の
温
度
で
掛
け
て
く
だ
さ
い
」

と
い
っ
た
意
味
に
な
り
ま
す
。

こ
の
頃
は
特
殊
な
作
り
方
を
し
た

衣
服
が
多
く「
取
扱
い
方
も
難
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
買
い
物
を
す
る

と
き
、
あ
る
い
は
賈
っ
た
後
に
洗
た

く
を
す
る
と
き
に
は
ヽ
表
示
に
よ
く

注
意
し
て
、
正
し
い
扱
い
方
を
し
て

く
だ
さ
い
。

<消費生活相談件数の推移>

<52年度消費生活相談部門別件数>
( 12月28日現在)

消
費
者
セ
ン
タ
ー

所
在
地
…
千
住
仲
町
三

電
話
番
号
…
(
七
〇
-
匸
二

九
一

義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

繊
維
製
品
の

絵
表
示

皆
さ
ん
が
ワ
イ
シ
ャ
ツ
や
下
着
な

ど
の
繊
維
製
品
を
買
っ
た
と
き
、下

の
よ
う
な
絵
表
示
を
ご
ら
ん
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
絵
表
示
は
、家
庭
で
の

洗
た
く
な
ど
の
取
扱
い
方
法
を
伝
え

る
絵
文
字
で
す
。
昭
和
五
十
三
年
七

月
か
ら
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
に
よ

っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
衣
服
に
表
示
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

絵
表
示
の
種
類
に
は
屁
い
方
」

「
塩
素
漂
白
の
可
否
」
デ
ィ
ロ
ン

の
掛
け
方
」
「
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
可
否
」
「
し
ぼ
り
方
」
早
し

方
」
な
ど
が
あ
り
、場
合
に
よ
っ
て

一
部
の
表
示
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
ネ
ッ
ト

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
い

っ
た
簡
単
な
注
意一
き
が
付
記
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

「例」消
費
者
講
座

小
麦
・
小
麦
粉
の
話

い
ま
、
石
油
と
な
ら
ん
で
、
世
界

の
貴
重
な
賢
源
と
な
っ
て
い
る
、小

麦
を
生
か
し
て
便
う
た
め
に
、小
麦

に
対
す
る
知
黝
と
正
し
い
使
い
方
や

パ
ン
の
作
り
方
な
ど
の
請
座
を
開
き

ま
す
。

日
時
　
二
月
十
七
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

場
所
　
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
地
域
の
青
年
・
婦
人

定
員
　
三
十
名

賢
用
は
無
料
で
、
申
込
み
は
花
畑

セ
ン
タ
ー
(
　
(

五
〇
-
二
六
一
七
)

で
、
先
着
順
に
受
付
け
ま
す
。

お
米
の
知
識

お
米
は
、
食
生
活
の
多
様
化

で
、
消
費一
が
だ
ん
だ
ん
減
っ
て

き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
私
達
の
主
食
と
し
て
長
い
閧
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
お
米
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
ご
存
知
で
し
I
つ
か
。
理
解
を

深
め
て
、
少
し
工
夫
を
す
る
と
、

い
つ
で
も
お
い
し
い
ご
飯
か
食
べ

ら
れ
ま
す
。

◇
よ
い
お
米
は
◇

湿
気
臭
・
ぬ
か
臭
が
な
い
。
石

や
ゴ
ミ
な
ど
の
異
物
か
な
い
。
く

だ
け
だ
米
が
少
な
く
、
手
で
に
き

っ
て
も
ぬ
か
が
残
ら
な
い
。
そ
し

て
、
米
特
有
の
芳
香
が
あ
り

純

白
、
透
明
で
ふ
っ
く
ら
し
た
粒
の

も
の
。

◇
購
入
す
る
と
き
は
◇

と
う
精
年
月
日
を
確
め
ま
し
″

・
う
。
と
う
精
後
の
食
味
は
季
節
に

よ
り
ま
す
が
二
十
日
間
は
大
丈
夫

で
す
。

◇
保
存
場
所
は
◇

直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
、
乾

燥
し
て
暗
く
涼
し
い
所

。

◇
炊
き
方
は
◇

古
い
お
米
ほ
ど
水
加
減
を
多
く

し

、
と
い
で
か
ら
二
時
間
ぐ
ら
い

し
て
炊
き
、
よ
く
む
ら
す
。

◇
お
米
の
種
類
と
値
段
は
◇

左
の
別
表
を
参
照
く
だ
さ
い

な
お
、
お
米
は
「
食
管
法
」
に

よ
り
登
録
店
で
な
け
れ
ば
販
売
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

必
ず
、
都
知
事
登
録
店
で
買
い
ま

し
ょ
う
。

( 別 表)

〇

銘柄米とは、ササニシキ、コシヒカリ等農林省告示により特定された品種。
〇減額米Ⅰとは、青森県産( 黒石地区、弘前地区を除く) 非銘柄米。

〇減額米Ⅱとは、北海道産非銘柄米。

米
飯
提
供
業
者
の
方
へ

登
録
更
新
の
お
知
ら
せ

飲
食
店
、
旅
館
等
米
飯
提
供
業

者
は
、
三
年
ご
と
に
登
録
更
新
を

行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

更
新
を
さ
れ
る
業
者
の
方
は
、
次

に
よ
り
手
続
き
を
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

対
象
　
昭
和
五
十
年
度
登
録
業
者

申
請
期
間
　
二
月
二
十
日
～
一
十

五
日

持
参
す
る
も
の
　
旧
登
録
票
、印

艦
、
保
健
所
の
営
業
許
可
証

更
新
手
数
料
　
八
百
円

な
お
、
食
品
衛
生
法
に
よ
る
営

業
杵
可
を
叉
け
て
営
葉
し
て
い
る

業
者
で
、
ま
だ
米
飯
提
供
業
者
の

登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
も
、併

せ
て
受
付
け
ま
す
。

こ
の
場
合
の
更
新
手
数
料
は
千

五
百
円
で
す
。
必
ず
登
録
す
る
よ

う
、
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
・
間
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所

一
階
消
費
生
活
係
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対
震
安
全
装
置
の
つ
い
た

石
油
ス
ト
ー
ブ
を

ス
ト
ー
ブ
を
多
く
使
う
季

節
で

す
。
東
京
で
は
昨
年
の
七
月
一
日
か

ら
「

対
震
安
全
装
置
の
つ
い
て
い
な

い
石
油
ス
ト
ー
ブ
は
使
え
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
石
油

ス
ト
ー
ブ
に
は

、
対
震
安
全
装
置
が

つ
い
て
い
ま
す
か
。

冬
は
、
た
だ
で
さ
え
火
災
の
多
い

時
期
で
す
か

、
も
し
、
関
東
大
震
災

級
の
地
震
が
起
き
た
と
す
る
と
、
倒

れ
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
か
ら
、
約
三
万

件
の
火
災
か
発
生
す
る
と
い
う
調
査

結
果
が
あ
り
ま
す

。

対
震
安
全
装
置
の
つ
い
た
石
油
ス

ト
ー
ブ
を
お
使
い
に
な
る
よ
う
「

ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

。

な
お
、下
の
衰
に
あ
け
た
機
種
の

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
対
震
安
全
装

置
を
取
り
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
お
買
い
求
め
め
お
店
、
ま
た

は
、
お
近
く
の
石
油
ス
ト
ー
ブ
販
売

店
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、対
震
安
全
装
置
付
石
油
ス

ト
ー
ブ
は
、い
ざ
と
い
う
と
き
、き

ち
ん
と
作
動
す
る
よ
う
、取
扱
説
明

書
を
よ
く
読
み
、正
し
い
使
い
方
を

し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
災
害
対
策

係

対震安全装置改造可能機種一覧表

飲酒運転をなくそう

乗るなら　飲まない
飲ませない

車
の
運
転
に
酒
は
禁
物
で
す
。こ

れ
は
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
誰

も
か
知
っ
て
い
る
常
識
で
す
。

し
か
し
、ド
ラ
イ
バ
ー
の
中
に
も

こ
の
常
識
を
破
り
「
禁
じ
ら
れ
た
運

転
」
を
す
る
不
良
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い

る
の
で
す
。
ぶ
々
酒
を
飲
ん
で
運

転
し
て
も
」
「
ま
さ
か
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
警
察
の
目
夕

「
バ
ス
は
な
し

タ
ク
シ
ー
は
高
い
し
」
な
ど
と
考
え

酒
を
飲
ん
だ
事
を
後
悔
し
な
が
ら

も
、
お
そ
る
お
そ
る
(
ン
ド
ル
を
に

き
り
、違
反
を
し
て
し
ま
う
。

あ
や
ま
ち
を
反
省
す
る
こ
と
な
く

翌
日
も
、
ま
た
そ
の
翌
日
も
と
生
活

上
の
習
慣
に
な
り
、免
許
取
り
た
て

当
時
の
気
持
ち
を
忘
れ
、
や
が
て
は

と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
事
故
を
起

こ
し
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
少
な
く

と
も
一
日
一
回
、
交
通
安
全
に
つ
い

て
反
省
し
て
は
ど
う
で
し
I
つ
か
。

<
酒
を
飲
む
と
、
ど
の
よ
う
な
障
害

が
あ
る
か
>

○
注
意
力
が
低
下
す
る

○
眠
く
な
る

○
体
を
動
か
す
の
が
お
っ
く
う
に
な

るな
ど
が
あ
け
ら
れ
て
お
り
、
な
か

で
も
運
転
に
最
も
重
要
な
、
物
を
見

る
場
合
の
注
意
力
に
つ
い
て
は
、
自

分
の
ま
わ
り
を
見
る
周
辺
視
の
視
力

が
ど
ん
ど
ん
低
下
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

飲
酒
し
て
車
を
運
転
し
た
場
合
、

個
人
差
が
あ
る
と
は
い
え
、
多
か
れ

少
な
か
れ
、
そ
の
影
響
か
ら
死
亡
事

故
な
ど
の
重
大
事
故
の
原
因
と
な
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

<酒
酔
い
運
転
に
よ
る
事
故
の
一
般

的
特
徴
は
>

○
安
全
地
帯
、
電
柱
な
ど
の
静
止
物

件
に
衝
突
す
る

○
駐
車
車
両
に
衝
突
す
る

○
道
路
を
見
誤
ま
っ
て
路
外
に
転
落

す
る

○
信
号
無
視
な
ど
で
交
差
点
で
の
重

大
事
故
を
起
こ
す

な
ど
が
あ
け
ら
れ
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
酒
を
飲
ん
だ
ら

絶
対
に
運
転
し
な
い
。
ま
た「

ま
わ

り
の
人
は
、
車
を
運
転
す
る
人
に
は

酒
は
す
す
め
な
い
よ
う
に
し
、
危
険

な
酒
酔
い
運
転
を
皆
ん
な
で
な
く
し

ま
し
ょ
う
。

<
足
立
区
か
ら
交
通
事
故
を
締
め
出

す
た
め
に
>

▼
幼
児
に
対
す
る
注
意

○
幼
児
を
ひ
と
り
で
外
に
出
さ
な
い

○
幼
児
に
は
。
手
と
目
を
離
さ
な
い

▼
小
学
生
に
対
す
る
注
意

○
左
右
の
車
に
注
意
し
て
、
横
断
歩

道
を
纜
る
。
信
号
が
青
で
も
注
意

し
ま
し
ょ
う

○
車
の
直
前
、
直
後
の
横
断
を
し
な
い

○
渋
滞
で
止
ま
っ
て
い
る
車
の
間
を

横
断
し
な
い

▼
お
年
寄
り
の
方
の
注
意

○
信
号
を
守
る

〇
自
転
車
の
利
用
を
控
え
る

○
青
償
号
で
も
左
右
の
車
を
よ
く
見

て
渡
る

○
渋
滞
で
止
ま
っ
て
い
る
車
の
間
を

横
断
し
な
い

○
外
出
は
な
る
べ
く
家
人
と
共
に

▼
自
転
車
利
用
の
注
意

○
な
る
べ
く
小
学
生
に
は
利
用
さ
せ

な
い

○
安
全
な
歩
道
を
ゆ
っ
く
り
通
る

〇
裏
通
り
の
交
差
点
で
は
必
ず
I
た

ん
止
ま
り
、
左
右
の
安
全
を
確
認

す
る

○
渋
滞
で
止
ま
っ
て
い
る
車
の
間
を

横
断
し
な
い

〇
左
折
す
る
車
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
に

○
二
人
の
り
は
や
め
る

○
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
つ
け
る

▼
オ
ー
ト
バ
イ
の
注
意

○
ヘ
ル
メ
ヴ
ト
を
か
ぶ
り
ま
し
I

つ

ちょっとした気のゆるみが事故のもと

交
通
事
故
で
お
困
り
の
と
き

交
通
事
故
相
談

自
動
車
は
、
現
在
の
産
業
経
済
活

動
の
主
要
な
愉
送
機
関
と
し
て
、
あ

る
い
は
レ
ジ
ャ
ー
用
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
ひ
と
た
び
事
故
に

遭
遇
し
た
被
害
者
は
、
一
瞬
に
し
て

夫
や
子
供
を
失
な
っ
た
り
、
正
常
な

人
間
が
生
涯
の
不
具
者
と
な
っ
た
り

し
ま
す
。
ま
た
、
加
害
者
に
と
っ
て

も
、
事
故
を
起
こ
し
た
責
任
と
し
て

の
損
害
賠
償
の
支
払
等
の
問
題
が
生

じ
、
そ
の
労
苦
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

不
幸
に
し
て
事
故
に
あ
い
、ど
の

よ
う
に
対
処
す
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら

な
い
と
き
、区
で
は
こ
の
よ
う
な
方

々
の
た
め
に
交
通
事
故
相
談
(
写
真

下
)
の
業
務
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
相
談
の
内
容

▼
保
険
金
ま
た
は
損
害
賠
償
金
等
の

謂
求

次
の
よ
う
な
請
求
事
務
で
、
手
続

き
が
わ
か
ら
な
い
場
合
、
区
で
お
手

伝
い
し
ま
す
。

〇
損
害
額
の
見
積
り
、
過
失
の
割

合
、
並
ひ
に
自
動
車
損
害
賠
償
法

に
よ
る
請
求
等
に
つ
い
て

○
ひ
き
逃
げ
、
無
保
険
車
に
よ
る
拱

害
賠
償
の
請
求
に
つ
い
て

▼
示
談
の
お
手
伝
い

被
害
者
か
加
害
者
の
一
方
ま
た
は

双
方
か
ら
申
し
出
か
あ
っ
た
場
合

区
が
公
正
、中
立
の
立
場
か
ら
、

示
談
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
訴
訟
・
調
停
へ
の
移
行

〇
訴
訟
を
起
こ
す
場
合

当
事
者
閧
で
示
談
が
成
立

し
な
か
っ
た
場
合
の
解
決
方

法
と
し
て
は
、
弁
護
士
に
依

頼
す
る
の
が
一
番
良
い
方
法

で
す
。
そ
の
と
き
に
弁
護
士

の
紹
介
や
、
訴
訟
費
用
の
な

い
方
の
為
に
、
法
律
扶
助
協

会
へ
の
あ
っ
せ
ん
と
、
そ
の

為
に
必
要
な
資
料
等
の
提
供

を
行
な
い
ま
す
。

〇
調
停
を
起
こ
す
場
合

当
事
者
双
方
が
主
張
を
譲
ら

ず
、
簡
易
耻
判
所
に
調
停
を
申
し

立
て
る
場
合
、
そ
の
手
齔
き
に
つ

い
て
の
助
言
と
、
必
要
な
賢
料
等

の
提
供
を
行
な
い
ま
す
。

□
相
談
の
方
法

区
役
所
一
階
広
報
課
相
談
案
内
に

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
交
通

事
故
・
自
動
車
保
険
な
ど
に
く
わ
し

い
職
員
が
相
談
セ
応
じ
ま
す

。

相
談
日
　
毎
週
月
曜
～
土
曜
午
前

九
時
～
午
後
四
一
時
(
た
だ
し
、土

曜
の
午
後
と

、
日
・
祭
日
は
除
き

ま
す
)

※
相
談
に
お
い
で
に
な
る
と
き
、次

の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
事
故
の
発
生
状
況
を
正
し
く
確
認

し
て
お
く

〇
相
手
方
の
事
情
(
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
・
自
動
車
保
険
の

糖

類

等
)
を
調
べ
て
お
く

○
治
療
費
そ
の
他
関
係
書
類
を
そ
ろ

え
て
お
く

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
広
報
課
相

福祉事業案内
寝たきりの
おとしよりの方へ

区
で
は
、
高
齢
や
傷
病
の
た
め
、

ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
っ
て

、
何
か

と
不
自
由
な
生
活
を
さ
れ
て
い
る
在

宅
の
お
年
寄
り
の
方
の
た
め
に
、
各

種
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
対
策
を
充
実

さ
せ
る
た
め
「
緊
急
一
時
保
護

」
と

「
訪
問
看
護
」の
二
事
業
を
新
た
に
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
対
象
に
な
る
方
が

必
要
に
応
じ
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
、次
の
と
お
り
ご
案
内
し
ま
す
。

▽
金
銭
給
付

(
1
)
老
人
福
祉
手
当
の
支
給

六
か
月
以
上
自
宅
で
ね
た
き
り
か

引
き
続
き
六
か
月
以
上
入
晩
し
て
い

る
と
き

、
月
額
一
万
五
百
円
の
手
当

を
支
給
し
ま
す
。
年
齢
は
六
十
五
歳

以
上

、
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

。

▽
人
的
援
助

(
1
)老人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

低
所
得
世
帯
の
お
お
む
ね
六
十
五

歳
以
上
の
方
に
派
遣
し
、
家
事
の
援

助
な
ど
を
し
ま
す
。

(
2
)
家
事
援
助
者
の
雇
用
費
助
成

比
較
的
低
所
得
世
帯
の
六
十
五
歳

以
上
の
家
事
援
助
者
雇
用
費
を
週
一

日
の
割
合
で
助
成
し
ま
す
。

(
3
)
巡
回
入
浴
事
業

自
宅
で
入
浴
が
困
難
な
六
十
五
歳

以
上
の
方
を
「
足
立
新
生
苑

」
の
特

殊
浴
柏
を
利
用
し
て

、
入
浴
サ
ー

ビ

ス
を
実
施
し
ま
す
。
た
だ
し
入
浴
お

よ
ひ
自
動
車
に
よ
る
移
動
が
可
能
な

健
康
状
態
が
必
要
で
す
。

(
4
)
緊
急
一
時
保
護

お
年
寄
り
を
介
護
し
て
い
る
家
族

の
方
が
、
一
時
的
に
特
別
の
理
由
で

介
護
で
き
な
い
と
き
、
七
日
閧
以
内

に
限
り
「
足
立
新
生
苑
に
に
お
年
寄

り
を
お
預
り
し
、
家
族
に
代
わ
っ
て

お
世
話
を
し
ま
す
。
六
十
五
歳
以
上

の
方
が
対
象
で
所
得
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
一
日
に
つ
き
生
活
費
相
当

分
と
し
て
千
円
と
、
往
復
の
送
り
迎

え
は
個
人
負
担
で
す
。

(
5
)
訪
問
看
護

看
護
を
必
要
と
す
る
ね
た
き
り
の

方
が
い
る
家
庭
に
対
し
て
、
医
師
ま

た
は
、
看
護
婦
が
、
お
お
む
ね
月
二

回
の
割
合
で
訪
問
し
「

医
療
や
看
護

な
ど
の
専
門
的
な
指
導
を
行
な
い
ま

す
。
年
齢
は
六
十
五
歳
以
上
で
、
所

得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
物
的
援
助

(
1
)
日
常
生
活
用
具
の
給
付
(
貸
与
)

長
期
間
ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

比
較
的
低
所
得
の
方
に
、
無
湿
ふ
と

ん
、
便
座
を
さ
し
あ
ぱ
た
り
、
べ
'

ド
を
お
貸
し
し
ま
す
。
年
齢
は
六
十

五
歳
以
上
で
す
。

叩
(
2
)
連
絡
用
ブ
ザ
ー
の
取
付

長
期
間
ね
た
き
り
の
状
態
に
あ
る

六
十
五
歳
以
上
の
方
と
家
族
の
居
室

閊
に
ブ
ザ
ー
を
取
り
付
け
ま
す
。

(
3
)
見
舞
品
の
贈
呈

老
人
福
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
方

に
、年

】回
見
舞
品
を
贈
呈
し
ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先
　
区
役
所
老
人
福
祉

係

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

同
和
問
題
と
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
で
し
I
つ
か
。

私
た
ち
は
、
現
在
は
民
主
主
蔵

の
世
の
中
だ
「
雎
も
が
当
然
憲
法

に
よ
っ
て
基
本
的
人
権
が
保
障
さ

れ
、
特
に
居
住
・
移
転
・
職
業
選

択
の
自
由
、結
婚
の
自
由
、教
育

の
機
会
均
等
な
ど
が
十
分
守
ら

れ
、平
等
で
自
由
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
と
考
え
て
は
い
な
い
で
し

ょ
う
か
。

と
こ
ろ
か
、
今
日
で
も
実
生
活

の
面
で
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
た
基

本
的
人
権
が
、
い
ま
だ
に
完
全
に

は
保
障
さ
れ
ず
、
同
じ
日
本
人
で

あ
り
な
が
ら
悩
み
、
苦
し
ん
で
い

る
人
々
か
た
く
さ
ん
い

る
の
で

す

。
日
本
の
社
会
が
発
展
し
て
き

た
歴
史
の
あ
ゆ
み
の
中
で
、
か
つ

て
の
封
建
体
制
の
支
配
者
に
よ
っ

て
作
り
出
さ
れ
た
身
分
制
度
に
よ

り
、
日
本
国
民
の
一
部
の

集

団

か
、
経
済
的
。
社
会
的
、
文
化
的

に
低
い
状
態
に
お
か
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
現
在
で
も
憲
法

に
保
障
さ
れ
て
い
る
人
間
の
自
由

と
権
利
が
侵
害
さ
れ
、
い
わ
れ
の

な
い
差
別
を
受
け
る
と
い
う
、
も

っ
と
も
深
刻
で
重
大
な
社
会
問
題

か
存
在
す
る
の
で
す
。
こ

れ

が

局

和
問
題
」
な
の
で
す
。

多
く
の
方
々
は
、
こ
ん
な
不
合

理
な
差
別
が
な
ぜ
お
こ
っ
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
、
民
主
主
蔵
の
今
日

な
の
に
、
ど
う
し
て
差
別
か
残
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
を
も

た
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
最
近
で
も
、
就
学
、

就
職

、
結
婚
な
ど
の
問
題
で
不
当

に
差
別
を
受
け
た
り
、
居
住
の
自

由
を
制
約
さ
れ
る
な
ど
、
陰
に
隅

に
身
分
的
差
別
を
受
け
て
い
る
数

多
く
の
事
実
か
あ
る
の
で
す
。

現
在
、
同
和
地
区
は
、
全
国
で

六
千
か
所
あ
り
、
三
百
万
人
の
人

か
住
ん
で
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
国
や

地
方
自
冶
体
が
積
極
的
に
施
策
を

推
進
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
こ
と

は
勿
論
で
す
が
、
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
か
真
剣
に
と
り
く
み

、
明

る
い
住
み
よ
い
社
会
に
な
る
よ
う

に
務
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。

◎
同
和
問
胆
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
、区
役
所
同
和
対
策
担
当
へ
。

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
へ

無
料
な
ん
で
も
相
談
開
催

都
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る

方
を
対
象
に
、
無
料
な
ん
で
も
相

談
を
行
な
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
や
、
知
恵
遅
れ
の

方
の
手
帳

、
義
足
な
ど
の
補
装
具

の
必
要
な
方
は
、
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
手
帳
の
等
級
変
更

や
、
就
職
、
施
設
、
国
民
年
金
、

福
祉
手
当
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す

。

日
時
　
三
月
(
日
(
水
)
午
後
一

時
～
三
時

会
場
　
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
(

バ
ス
停

鹿
浜
橋
下
車
)

持
参
す
る
も
の
　
印
か
ん
、
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手
帳

共
催
　
都
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
都
台
東
児
童
相
談
所

問
い
合
わ
せ
先
　
西
部
福
祉
事
務

所
(
　
(
九
七
1
五
〇
一
こ
、

ま
た
は
お
近
く
の
福
祉
事
務
所

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

犬
の
登
録
と
予
防
注
射
を

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
を

飼
っ
て
い
る
方
は
犬
の
登
録
(
毎

年
一
回
)
と
、予
防
注
射
(
毎
年

眷
と
秋
に
一
回
づ
つ
)
を
行
な
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

飼
い
主
の
方
で
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
か
ま
だ
済
ん
で
い
な
い

方
は
、早
急
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。な
お
、飼
い
犬
が
死
亡

ま
た
は
失
踪
し
て
、
現
在
飼
っ
て

い
な
い
場
合
は
、
ほ
役
所
ま
た
は

出
張
所
で
廃
犬
の
手
続
き
そ
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
お
よ
ぴ
予
防
注
射

な
ど
の
手
続
き
方
法
は
次
の
と
お

り
で
す
。

登
録
　
区
役
所
衛
生
係
ま
た
は
お

近
く
の
出
張
所
へ
(
手
数
料
三

百
円
)

予
防
注
射
　
最
寄
り
の
開
業
獣
医

師
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

済
票
交
付
　
保
健
所
で
受
け
て
く

だ
さ
い
(
手
数
料
六
十
円
。注

射
済
証
明
書
を
持
参
の
こ
と
)

問
い
合
わ
せ
先
　
お
近
く
の
保
健

所
ま
た
は
区
役
所
衛
生
係

所得税等申告説明会のお知らせ
(時間はいずれも午後2時～4時)
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育てよう緑

ツ
バ
キ
・
ネ
ム
ノ
キ
な
ど

苗木を配布します

区では
、町に緑を増やし
、み

なさんに緑に
親しんで
いただこ

うと
、苗木の無料配布と緑化相

談を行
ないま
す
。

ひとりひとりか大切に育て
、

緑の町
づくりに
ご協力をお願い

し
ます
。苗木の配布

ご希望の方は
、次の
要領でお

申込み
ください
。

▽配布対象
区内にお住まいの世帯

▽申込方法
往復
(ガキで記入例により申

込んで
ください
。一
世帯一
枚
(

一
本
)に隕ります
。

申込み多数の場合は
、抽せん

で決定させていただきます
。

▽申込締切
二月十五日
(水
)までに
、区

役所環境課へ到着したもの
。

▽苗木の種類・
配布本数

ツ
バ
キ
(
一
㍍
)
…
四
千
本

ネ
ム
ノ
キ
(
〇
・
八
㍍
)
…
二
千
本

モ
チ
ノ
キ
(
〇
・
八
㍍
)
…
二
千
本

リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
ツ
ツ
ジ
(
〇
・
四
㍍
)
…
三
千
本

▽配布日時・
場所

別表のとおりなので
、ご都合

のよい場所をお選ぴください
。

配布時間は
、午前と午後に分

かれ
、それぞれ場所が違います

ので
、ご注意ください
。

緑化相談

樹木は
、植え方・
育て方のよ

しあしで大きく成畏したり
、花

を咲かせたりします
。

区民の皆さんが
、木を植え育

てるうえで
、どのようなことに

注意したらよいか
、また病虫害

から樹木
を守
るには
どうしたら

よいか
、などについて
の緑化相

談を苗木
配布
会場で
行ないま

す
。ぜひ
ご利用
ください
。

▽問い合わせ
先

区
役所緑化
係へ
どうぞ
。

ハガキの記入例

※配布場所一覧表
大切に育ててくださいね

区 民 カ レ ン ダ ー
2月5 日～3 月4 日

行 事・催 し 物

たばこは区内で買いましょう

足立で買おう　食べよう　頼もう

届けをお忘れなく
国民年金

厚生年金など

の公的年金に加

入された方は
、

国民年金をやめ

る届を必ずお出

しください
。

ま
た
、
国
民
年
金
の
加
入
者
で
「

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方

は
、
免
除
申
講
書

を提出して
ください
。
<ただし
、

強制加入者に限ります
)

なお
、納め忘れの
保険料があ

ると
、将
来
、年金を受け取ると

き
、不利になったりするだけで

なく
、年
金がもらえなくなる場

合もあり
ます
。まだ
、未納分
(五

十一
年一
月
分以降
)が
あ
る
方

は
、納付
Iを持参のうえ
、銀行
、

燻用
金庫などで納めて
く
だ
さ

い
。納付一
を紛失され
た方は
、

年金諌まで
ご連絡ください
。

手
続きは
、区
役所国民年金課

または出張所で
どう
ぞ
。

くわしくは
、国民年
金課へ
。

ご利用ください

地域センターの
集会施設

区民
センタ
ー
、福祉セン
ター

には
、区民の方の各種会合・
集

い
にご利用いただけるよう、
大

ホール
、集会室
(日本間・
洋間
)、

料
理室
(花畑区民
セン
タ
ーのみ
)

があります
。ま
た
、東部区民福

祉セン
タ
ーには
、結婚式場
、披

露宴室
、写
真室もあり
、い
ずれ

の
施設も低額な料金で
ご利用い

ただけます
。

申込方法は
、原
則として大
ホ

ール
、結婚式場は
、利用しよう

とする
月の
六か月
前の一
日
か

ら
、その
他の
集会
室は三
か月前

から受付け
を開
始し「
利用しよ

うとする日の一
週間
前まで
、各

セン
ターで
受付けてい
ます
。

なお
、くわしいこ
とは
ご希望

する各セン
タ
ーへ
匐問い合
わせ

ください
。

問
い
合
わ
せ
先
　
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
　
(
五
〇
-
二
六
一
七
・
東

郎区民福祉センター
　　六〇

五
-七一
〇一・
中部区民福祉

センター
　　
(
(九-四六六

一・
西部区民福祉センター

(
九七
-五〇二
(・千住区

民福祉センター
　　
(
(二-

二七六五
区では
、現在区政モニタ

ーを募集中です
。くわしく

は
、区役所広報課へ
。

児童
(育成
)手当金

を振込みます

昭和五十三年二
月期
支
払
分
(

昭和五
十二
年十月から昭和五

十三年一
月分まで
)の
児童
(育

成
)手当金は
、二
月十日
にあな

たの指定した金融機関に振込み

ますので
、お受取りください
。

問い合わせ
は
、区
役所児童手

当係へ
どう
ぞ
。

ご参加ください

青
年
サ
ー
ク
ル
講
座

サークル清動の初歩から学べ

る楽しい青年サークル
講座に
、

あなた
も参加してみ
たらいかが

でし■
H
i
つか
。

「サークルとはなにか
」「
青

年の生き
がい
」な
どにつ
いて
、

参加者
全員で
語り合いながらの

講習会で
す
。

どなたで
も
参加
できま
すの

で
、お気軽に申込
んでく
ださい
。

期日
　二月中旬
1二月末日まで

七回開講する予定

テーマ
　「サークル活動のより

一
層の飛躍を求めて
」

対象
　主として
、サークル活動

をはじめて間もない万
、およ

ぴ興味をお持ちの方

場
所
　
区
青
年
館
(
酉
新
井
大
師
前
)

申込・問い合わせは
、教冐委貝

会青少年係ぺどうぞ
。

心身に障害のある方へ

相談員が改選されました

精神薄弱者相談員およ
び身体

障害者相談員が改選さ
れ
ま
し

た
。この

制度によ
る相談員は
、昭

和五十二年十二
月一
日
から二年

の
任期で
、区民の
中から遇
ぱれ

た方々
です
。

相談員は
、身体に障害のある

方や知恵遅れの方の悩みごとな
どの相談にのり
、その解決方法

についての指導・
助言をするも

のです
。

氏名・
住所等は次のとおりで

すので
、お困りの点があれば、

お近くの相談員へ
お気軽に声を

かけてください
。

身体障害者相談員 精神薄弱者相談員

掲示
板

国民健康保険

職場の
健康
保険
をやめた

方
、または
、足立区
に転入し
、

社会保険に加入してい
ない方

は
、十四日以
内に国民
健康保

険の手続きをしまし
よう
。

手続きは
、区
役所国民
健康

保険課
、または出張所で
どう

ぞ
。くわし
くは「
区
役所国民

健康保険課へ
。

国民年金相談

日時
　二月十七日
(金
)午前

十時
?午後三時三十分

場所・
問い合わせ先
　区役所

国民年金課
お
す
み
で
す
か

特別区民税
(第四
期分
)

納期限
(一月三
十一
日
)

はすきまし
たが
、二月中

はまだ
、銀行・
償用金庫

・
信用
粗合・
農業協同組

合で
も納め
られます
。
(納

税通知一
を
必ずご持参く

ださい
)

囲
碁教室

日
時
　
二
月
十
(
日
!
二
月
十
(
日
の
毎
週
土
曜
日
(
延
五
日
)

午
後
二
時
～
四
時

定員
　先着四〇名

対象
　一般区民
(初心者
)

教
材
費
　
千
二
百
円
程
度

講師
　井戸田
啓子氏

申込受付
　二月
六日から

申込・
問い合
わせ先
　教育セ

ン
ター　
(五〇
-
(
(
〇一

野球場抽せん日の変更

二月の野球
楊抽せん日は
、

十日
(金
)に
行ない
ます
。

会場は従来
どおり
産業振興

館で
、受付けは午前
(時三十

分から午前
九時までで
す
。

簡易保険加入の方へ

特別一
時金

昭和二十五年五月以前に
、

簡易保険に加入し
た方は
、申

出によ
り
、特別一
時金
が支払

われます
。

取扱期間
▽昭和十六年三月三十一
日

以前に加入の方は
、五十一

年一
月一日から三年間

▽昭和十六年四月一日以降

に加入の方は
、五十一
年七

月一
日から三年閧

く
わ
し
く
は
、
足
立
郵
便
局
保
険
探
(
　
八
八
一
-
三
三
〇
〇
)

所在地の表示が

変わりました

自動車税事務所

花畑・
保木問地区は
、二月

一日に住居表示が実施されま

したが
、これに伴って
、足立

自動車税事務所の表示も
、つ

きのように変わりまし
たの

で
。ご注意ください
。

▽足立区南花畑五丁目
匸不

一
(旧・
花畑町三
二
二番地
)

手芸教室

日
時
　
二
月
十
五
日
(
水
)
午
後
一
時
～
四
時

内容
　押絵とつまみ画の「お

ひなさ丕

教
材
費
　
三
千
円

持
参
す
る
も
の
　
ピ
ン
セ
y
卜
、
は
さ
み
、
糊
板
、
糊
へ
ら
、
目

打
、おしぼり

申込・
問い合わせ先
　東部セ

ンター　六〇五
1七一
〇一

家
庭
婦
人
ス
ケ
ー
ト
教
室

日時
　二
月十五日
(水
)、十
七

日
(金
)、二
十日
(月
)の三

日間
午前十時
?十二
時

場所
　ヤコ
ウス
ケー
ト・
プー

ル
(東武線谷
塚駅前
)

受
講
料
　
千
五
百
円

申込
　電話で
足立区ス
ケート

連盟へ
　
(
(丁
九〇
六五

納期のお知らせ

二月は
、固定資産税

第四期分の納期です
。

お礼
育英資金として
、

次の万から寄付があ

りました
。

▽伊原あきさん
(梅田五
-二

○
-一
)

訂正
前号の
青年
文化
教

室の
募集記
事
(申込

期限
)に誤まりがありまし
た

ので
、訂正
します
。

(誤
)二月二
十七日
(月
)

(正
)二月五日
(日
)

Y・SA　217, 000


